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設計支援委員会結果報告書

平成２０年６月設計支援委員会に付議した、下記の施設整備事業について、結果を報告

します。

記

事 業 名 市道南方柳町線歩道舗装修繕工事

（整備概要） （自転車通行帯と歩行者通行帯の分離、それに伴う点字ﾌﾞﾛ

ｯｸの移設及びｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの修繕）

設計支援委員からの意見 具体化の結果・状況

・橋梁部の点字ブロックを貼り付け式では ・本工事で使用する予定の点字ブロック

なく、埋め込み式にしたほうがよいのでは は、道路に塗り付ける溶融式工法なので年

ないか。貼り付け式は耐久性がないのでは 数が経って剥がれたりすることはないし、

ないか。 耐久性も問題はない。

・点字ブロックは、エスコートライン（横 ・継続事業であり、施工済箇所との整合を

、 。断歩道内の点字）があれば３列でもよいの 図る必要があるため 構造の変更は難しい

ではないか。そのほうが、ベビーカー等が

通りやすいはず。

・自転車専用の通行帯である旨を通知する ・周知については、県がすることになると

標識等を早期に設置しないと危険ではない 思うが、岡山市広報課にも協力をお願いし

か。また、多様な媒体（ﾗｼﾞｵ,ﾃﾚﾋﾞ,ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟ てみてもよいと思われる。

ｰ等）を使って周知したほうがよいのではな

いか。

・植樹帯の奥行きが１ｍあると自転車が駐 ・既存の植樹帯との整合を図る必要がある

輪しやすいので、奥行きは狭い方が良いの ため、変更は難しい。

ではないか。


